
旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《今 週の歩み》
１ /26(日 )聖 日 礼拝

/27(月 )
/28(火 )
/29(水 )
/30(木 )
/31(金 )

２ /１ (土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ
《 祈 りの課 題》

①家族の 救いのため に
②礼拝に 来れなかっ た人々のた めに
③主が教 会学校の子 供たちもお 送り下さ いますよう に

「 痛 みにおけ る神 」
良書ハイライト 北森嘉蔵『神の痛みの神學』(新教出版社 ,1958)冒頭より

(太文字は 原 文 の 付 点 強 調 部 分 ）

我々は神の御意をつぶさに知り(ｺﾛｻｲ 1:9)、神の深き所まで究め(1 ｺﾘ 2:10)、
みこ こ ろ

福音の心を洞察せねばならぬ。この念願は次の如きキェルケゴールの祈りをば、

また我々の祈りたらしめる。

主よ！無益なる事物に對しては我々の目を霞ましめ、

汝のあらゆる眞理に關しては我々の眼を隈なく澄ましめ給え。

この「隈なく澄んだ眼」こそ福音の證人に對して要求されるものである。神學が

福音への證である限り、この眼こそ神學的感覺に外ならぬ。この眼がない限り證人は
あか し

單なる視幻者に過ぎず、この感覺がない限り神學者は單なる饒舌家に過ぎない。

ことは福音に關するのであるから、この眼この感覺が飽くまで神から與えられる

ものであることは明白である。決して我々自身のも つ眼 や感覺で はな い。

「功なくして」與えられる 賜 である。しかし我々は與えられたこの賜を地中に
あ た た ま も の

隠して置いてはならない(ﾏﾀｲ 25:18)。これを「働かせ」(同 25:16)、これを鋭くし、
いよいよ隈なく澄まさねばならぬ。－－確かにこれを澄ませ給うのも神である。
しかし我々は「いよいよ隈なく澄ましめ給え」と祈り求めねばならぬ。

私にはこの福音の心は、神の痛みとして示された。この示しに從うことは豫言者
よ げ ん し や

エレミヤの途を辿ることであった(ｴﾚﾐﾔ 31:20 参照)。エレミヤは「最も深く神の

心を見た」人である(ｷｯﾃﾙ)。私は彼と共に神の御心の深き所へまで入りゆくこと

を許されて感謝にみたされる－－エレミヤは舊約のパウロであり、パウロは新約
き ゆ う や く

のエレミヤである。パウロに示されたる「十字架における神」は、エレミヤにと

っては「痛みにおける神」である。エレミヤの神はパウロの神への豫言であり、
證である。「十字架における神」の御心が晦くされる時には、「痛みにおける神」

く ら

の神學がその證として奉仕することを要求されるであろう。－－神學とは福音の

嚴密なる理解にほかならぬ。この點よりすれば、ガラテヤ書を書いたパウロは、
て ん

最も適確なる意味において神學者である。ガラテヤ書ほど福音を嚴密に理解した

ものは他にないからである。エレミヤは「神の心を最も深く見た」限りにおい

て、彼もまた福音の最も嚴密なる理解者といわねばならぬ。「神の痛みの神學」

はかかる意味において福音の嚴密なる理解たらんことを心掛けるものである。


